












●日勤・夜勤前シャドウ研修　●救急蘇生　●点滴静脈注射　●医療安全（KYT）　　　

●人工呼吸器装着患者のフィジカルアセスメント　●看護場面の振り返り　

看護実践に必要な基本的能力を習得する

●メンバーシップ　●多重課題　●看護倫理　●リフレクション

●リーダーシップ ●医療安全（分析） ●コミュニケーション技術

①根拠に基づいた看護を実践する ②後輩と共に学習する

●問題解決技法　●看護倫理

①個別性を重視した看護を実践できる　②看護実践者として、後輩に指導的役割を果たせる

●医療安全　●実地指導者研修 等

①後輩の学習を支援する　②チームリーダーとして役割行動がとれる

●看護研究　●管理研修 等の専門研修

専門性の発揮、管理、教育的役割モデルとなり、研究への取り組みができる

新人看護師

レベルⅠを習得した看護師

レベルⅡを習得した看護師

レベルⅢを習得した看護師

レベルⅣを習得した看護師

知識向上制度

英会話研修

看護研究支援

地域連携スキルアップラボ室救急場面で必要な技術の習得

認定看護師や実習指導者等、キャリアアップを目指す人の

経済的な支援を行い、優秀な人材の育成を図っています。

語学力の取得支援として、院内で「医療現場で働くための

英会話研修」を定期的に開催し、イギリス人講師による語学

指導が受けられます。

外部講師による一貫した指導を行っています。国立病院総合

医学会では毎年複数の発表を行っています。また、QC活動に

ついても、病院内全体で取り組みが盛んに行われています。



https://nho.hosp.go.jp

感染管理専従として感染防止環境や感染防止
技術の確認、感染症の増減を監視する活動をし
ています。医師、薬剤師、検査技師の他、全ての
職種と連携したチームがあり、組織横断的な活
動を支援してもらっています。

新潟病院は摂食嚥下機能に障害を抱えている
患者さんが多く入院しています。個別性のある
専門的な技術をもって、患者さん個々の障害に
合わせた食事介助や訓練方法を実施し、安全
に口から食べることを続けるための支援を行っ
ています。

皮膚・排泄ケア認定看護師は、創傷・ストーマ
（人工肛門）・失禁ケアの３つの領域で専門的
なケアを行う看護師です。院内では褥瘡対策
チームと連携し褥瘡回診を行っています。専門
的な知識と技術で患者様やご家族に対し、スキ
ンケアや排泄の援助を行っていくとともに、ス
タッフ指導を行うことを目標としています。


